





















































と接する。地理的位置は、東経 101.38 度から 102.27











　全県の行政区画は 2 鎮、10 郷、72 行政村、4 コミ
ュニテイに分けられる。そのうち、農業を行っている
のは 4 郷であり、牧業だけ行っているのは 3 郷である。
　双朋西郷は同仁県の東南部にあり、県政府がある隆
務鎮とは 33 キロ離れている。双朋西郷の最高海抜は
3945 メートル、最低海抜は 2660 メートルである。年
間平均気温は 3.3 度、年間降水量は 461.7 ミリメート
ルである。雨が降るのは 7 月、8 月、9 月である。
　2000 年の人口調査によると、双朋西郷には 642 軒
あり、人口は 3800 人、その全部がチベット人であ
る。双朋西郷の面積は 250.97 平方キロメートルであ




































































畑が 30 ムー（1 ムーは 6.667 アール）ある。去年、実
際に種まきをしたのは、20 ムーである。そのうち、
小麦は 6 ムーに種まきをし、平均 1 ムーで 300 斤（1
斤は 500g）を収穫した。裸麦は 8 ムーに植え、平均 1
ムーで 300 斤を収穫した。ジャガイモは 1 ムーに種ま
きをし、2000 斤を収穫した（食料以外に家畜の飼料
にした）。アブラナは 3 ムーに種まきをし、平均 1 ム
ーで 170 斤を収穫した。豌豆は 2 ムーに種まきをし、

























彼は旧暦の 4 月から 5 月までの約 1 か月間春の草原で
放牧している。5 月から 7 月までの 2 か月間に夏の草
原で放牧し、7 月から 8 月まで 1 か月間には、秋の草
原で放牧している。8 月は、村の農産物の収穫は大体
終わっているため、約 1 カ月間、村周辺の畑の草を食














































































費（S rin）は 20 万から 30 万元（日本円で 250 万から
380 万円）である。それ故、自主的に行く場合は、村
人の 20 人から 30 人が一つのグループとなって、1 人






多く、冬虫夏草の値段がよければ、1 か月半に 1 人の
収入（借用費を除く）は 1 万 5 千から 2 万元になる。
例えば、曲馬爾村の村人であるドウジェ（Rdo rje）夫
婦は去年自主的に冬虫夏草を掘りに行って、借用費を












に雇用され、1 か月半に 7000 元の給料と決めて冬虫
夏草を掘りに行った。ある時、1 日に 200 本冬虫夏草




























































































































































































　今後は 1979 年中国改革開放後現在までの約 30 年間
で、中国の経済発展の影響が青海省チベット族の村社
会の組織、人口、家族構成、生業、習慣、人間関係、
価値観などにどんな変化を与えたか、また、市場経済
の侵入で村人の消費変化、収入変化、進学、就職など
を明らかにすると同時に、宗教と村落の伝統組織・行
事の変化を重点にし、全体的に村社会の変遷を民族誌
的に描き出したいと思っている。
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